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はじめに：生産のあり方を、いま一度見つめ直す 

現代の製造業を取り巻く市場環境は、かつてないほどのスピードで変化し、その予測は

年々難しくなっています。本稿では、こうした変化の時代において、製造業が持続的に発

展していくための「適応力」について考察します。 

これまで生産現場における革新は、多くの場合「物の移動」の効率化と密接に関わってき

ました。工場の姿を形作ってきたのは、機械そのものの性能以上に、モノと人がどう動く

かという「ルール」の設計だったと言えるでしょう。かつては、いかに効率的な一本の

「川（ライン）」を作り、滞りなく流すかという点に注力されてきました。しかし、多品

種少量生産や需要変動が常態化した現代においては、変幻自在な「広場」のような柔軟性

が求められる場面が増えています。 

かつての成功モデルであった、規模と安定性を重視する「慣性（Mass）」の思想。それが

今、急速な変化への対応を難しくしている側面はないでしょうか。本稿では、この「慣

性」という従来の強みを見つめ直し、これからの競争優位となりうる「俊敏性（Agility）」

の重要性と、それを支える技術の一つである AMR（自律移動ロボット）の可能性につい

て紐解いていきます。 

 

1. かつての成功モデル：「慣性」が生み出した効率 

大量生産の時代において、「慣性（Mass）」を重視するアプローチは極めて合理的でした。

決められた製品を、定められた手順で、速く大量に作るためには、「例外を排除し、一律

に流す」という思想が最も効率的だったからです。 

この考え方の下では、計画外の事象や変化は生産効率を落とす要因と見なされました。そ

のため、「ラインを止めないこと」が最優先され、一度走り出したら止まらない新幹線の

ように、高い直進安定性を持つ設備が求められました。 その結果、工場の構造は以下の

ような特徴を持つようになりました。 

・設備の固定化： 高い能力を持つ反面、一度設置すると移動が困難な大型設備。 

・流れの固定化： コンベアなどの「モノの流れ」が主役となり、それに合わせて人が配

置される設計。 

この「慣性」を最大化する構造は、安定した需要の下では素晴らしい成果を上げました

が、一方で、一度決めた流れを変更するには多大な労力を要するという側面も持ち合わせ

ています。 



 

2. 時代の変化：「固定化」がもたらす課題 

市場環境の変化に伴い、従来の成功モデルが必ずしも最適解ではなくなりつつあります。 

固定された「ライン」が抱えるリスク 

令和の市場環境は、変動性が高く、予測が困難です。 

・需要の急変： 特定製品への需要が急増減し、生産品目の切り替えが頻繁に発生す

る。 

・製品寿命の短縮： プロダクトライフサイクルが短期化し、ライン設備の償却前に製品

が変わるケースも増えている。 

このような環境下では、かつての強みであった「一度決めたら止まらない力（慣性）」

が、逆に「変化に対応しづらい（止まれない・曲がれない）」という課題として顕在化する

恐れがあります。地面に固定された設備は、変化の激しい時代において、柔軟な対応を阻

む要因になり得ます。固定化された「川」の流れを見直し、新たな機動力を手に入れるこ

とが、多くの製造業にとって重要なテーマとなっています。 

 

3. 次代の適応力としての「俊敏性（Agility）」 

予測困難な市場環境において、製造業が持続的に成長するためには、「俊敏性（Agility）」

という要素が重要性を増しています。これは単なる対応力にとどまらず、変化を前向きに

捉え、それを競争力に変えていく組織能力とも言えます。 

「慣性」と「俊敏性」は、対照的な特性を持っています。 

視点 慣性 (Inertia) 俊敏性 (Agility) 

思想の方向

性 
例外を減らし、安定稼働を重視 変化を受け入れ、即応性を重視 

物理的特性 重厚長大、新幹線のような直進力 軽量、スポーツカーのような機動力 

環境適応 
方向転換には時間とコストを要す

る 

状況変化に応じて柔軟に行動を変え

る 

現代の視点 
変化への対応が遅れるリスクがあ

る 
変化を機会に変える競争力の源泉 

多品種生産が求められる現代の工場では、「違うものが流れてくること（例外）」が日常で

す。この変化に対応するためには、固定的なライン設計から、柔軟に動線を変えられる

「広場」のような設計思想への転換が有効な選択肢となります。 「俊敏性」とは、いわば

企業の「反射神経」です。外部環境の変化を感知し、現場が素早く動ける状態を作ること

こそが、これからの工場運営の鍵となるでしょう。 

 

4. AMR：「俊敏性」を実現する有力なソリューション 



前述した「俊敏性」を物理的な生産現場で実現するための有力な手段の一つとして、AMR

（自律移動搬送ロボット）が注目されています。 

「コンベア」から「自律移動」へのシフト 

AMR 導入の価値は、「固定された軌道」から解放され、「自由な経路」を選択できるよう

になる点にあります。 これにより、工場の床（Floor）は単なる通路から、無数の選択肢

を持つ道（Path）へと変わり、物理的なレイアウトの制約を大幅に軽減することが可能に

なります。 

・従来の搬送設備（コンベア等）： 設置や変更に工事を伴う「設備」としての側面が強

い。 

・AMR： ソフトウェア上で設定を変更でき、柔軟に運用できる「リソース」としての

側面が強い。 

AMR は、あたかもデジタルデータを扱うかのように、物理的な搬送リソースを柔軟に再

配置できる可能性を秘めています。 

期待される効果 

この柔軟性により、以下のような生産体制の構築が現実的になります。 

・ソフトウェアの設定変更により、レイアウト変更にかかる工数を削減できる。 

・大規模な工事を行うことなく、データに基づいて「物の移動」を最適化できる。 

・生産品目の変更に合わせて、ライン構成からセル生産構成へスムーズに移行できる。 

AMR は単なる搬送ツールですが、その活用次第で、工場全体に変化への「反射神

経」を実装する助けとなります。 

 

結論：「可変力」という選択肢を持つ 

本稿で考察してきたように、AMR の導入は、現場の生産性を高めるだけでなく、不確実

な未来への備えとしての側面も持っています。 工場に「可変力」という OS（基盤）を実

装することは、変化が常態化した現代において、企業の持続可能性を高める大きな助けと

なるはずです。 

最後に、これからの工場経営における視点を 2 つ提案させていただきます。 

１.「自律的な判断」を取り入れる： 「物の移動」のルールを、固定的なラインだけ

に頼るのではなく、状況に応じて判断できる「自律（AMR）」システムと組み合

わせること。それは、令和の製造業にとって極めて有効な戦略となるでしょう。 

２.「変化できる強さ」を目指す： これからの時代における「強い工場」の定義は、

規模の大きさだけではありません。「いかに速く、柔軟に変化できるか」という

適応力もまた、重要な指標となるはずです。 

 


